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令和７年度 第３回益富地域会議 会議録 
日 時︓令和７年６月１８日（水曜日）１９時００分〜２１時００分 
場 所︓益富交流館 1 階 多目的ホール  
出席者︓ 

＜地域会議委員＞梅木 貴仁、加藤 弘一、岸和田 紀美代、木戸 彰彦、黒田 隆、 
今野 貞直、櫻井 裕子、鈴木 勲、鶴田 政勝、寺﨑 謙二、 
橋本 卓美、古川 和彦、間瀬 亮次、森本 泰崇、山内 日出美 
【欠席】柴田 栄作、田中 強 

  ＜益富地区まちづくり推進協議会＞古川委員長、高村副委員長、榎木会計、田中書記 
  ＜よりそい支援課＞今村担当長、宮口主査、前田主事 

 ＜高 橋 支 所＞前田支所長、出口副支所長、𠮷野担当長 
≪内容≫ 
１ 豊田市民の誓い唱和 
 
２ 会長あいさつ 

 

３ 「益富地区まちづくり計画」策定報告 

 益富地区まちづくり推進協議会（以下、協議会）古川委員長からのあいさつの後、事
前に配付した「益富地区まちづくり計画」（以下、計画）を基に田中書記から計画の概
要を説明した。その後、高村副委員長から令和７年度の取組について説明し、委員との
質疑応答を行った。 

【主な質問】 

（委員） 

・今回、この計画を策定されたことは素晴らしいことだと思う。しかし一方で、計 

画にはたくさんの取組内容が掲載されている。これだけ多くのことを実践してい 

くことができるのかという懸念もあるので、ある程度取組内容を絞り込んでいく 

必要があると思う。 

・また、地区区長会（以下、区長会）や自治区の立場で考えると 5 年間でこの計画
を実践していくためには多くの時間を要する。毎月の区長会では事務連絡だけで
長時間かかっているのが現状。それに加えて、この計画を実践していくには時間
が足らないと思う。また、毎年度自治区長が替わる自治区ではなおさら難しいと
思う。もう少し取り組む内容を絞り込まないと実践できないのではないか。現在、
区長会としては区長業務を削減してほしいと市に訴えている状況なので通常の区
長業務以上のことを担わなければならなくなる。 
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（協議会） 

計画の実践については、何か新しいことを考えて取り組んでいただくのではなく、
今活動していただいている団体が、横のつながりを作って団体活動が広げられるこ
とを想定している。区長会であれば「あいさつ運動」等、現在実践していることを
継続して行っていただくというイメージ。 

（委員） 

それだと計画の実践としては不十分だと思う。横のつながりを作るということなら
ば、団体同士がつながる場を設ける必要がある。各団体が単独で現状どおり活動し
ていては変わらないと思う。 

（協議会） 

区長会や区長のみなさんが忙しいことは重々承知しているが、誰かが実践していか
ないとまちづくりは良くならないので、この計画を進めていきたいので今後も協力
をお願いしたい。 

 
４ 市への提言に関する振り返り 
 【主な意見】 
  （副会長） 
   シルバー人材センターの運営計画の中に、「幸福寿命」を延ばそうという内容があ

る。市長も同じ考えを持っておられると見受けられたが、市役所では幸福寿命につ
いてどのような施策を考えているのか教えていただきたい。 

（事務局） 
豊田市第 9 次総合計画では幸福寿命を個別に銘打っている内容は無い。市長が言う
幸福寿命は、「人生 100 年時代」におけるリタイア後の楽しみ方について言及して
いる。現在、市役所も豊田市の「魅力」をはじめとした様々な魅力を発信する所属
を新設してみなさんに楽しみを見つけてもらうことができるよう取り組んでいる。
各人が楽しめることを見つけて楽しむことが幸福寿命を延ばすこと。例えば、地域
に関わることで自分自身が幸福になるとともに、地域も幸福になること等が挙げら
れる。委員のみなさまからも「幸福寿命を延ばすためにこういう取組を行ってはど
うか」といった提言をしていただくこともできるのでぜひお願いしたい。 

 
（会長） 

・提言した後の地域会議の役割についてだが、提言するところまでが私たちの役割。
以前は「地域予算提案事業」という仕組みがあり、地域会議委員と市で事業を企
画運営していた。現在の「地域課題解決事業」の仕組みは、提言の後は市（支所）
に事業を考えてもらい進めてもらうことになっている。 
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・ただし、支所に丸投げするのではなく、地域会議としても提言した以上、今回の
提言テーマである「高齢者の孤独・孤立対策及び共助交通の仕組みづくりに関す
る支援」について解決策を考えて、支所に事業の提案をして支所と共働して事業
内容を詰めて市に予算要求をすることもできると思う。 

 
５ 孤独孤立対策ボードゲーム「コドクエ」 
 よりそい支援課から孤独孤立対策について市が取り組んでいる施策について説明した。 
その後、「コドクエ」の製作経緯及び今後の啓発等について説明し、委員全員で同ボード
ゲームを体験した。 
 
６ 事務連絡 
 事務局から以下の２つについて連絡した。 

①令和７年度 第４回益富地域会議 

 ・日 時︓令和７年７月１６日（水曜日）１９時〜 

 ・場 所︓益富交流館 多目的ホール 

②五ケ丘まちづくりワークショップ 

 「五ケ丘まちづくりニュースレター第 3 号」を基に、令和７年度のワークショ
ップ開催について案内した。 

以上 


